
平
成
二
十
四
年
六
月
五
日
受
領

答

弁

第

二

六

七

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
六
七
号

平
成
二
十
四
年
六
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
渡
辺
喜
美
君
提
出
独
立
行
政
法
人
に
対
す
る
現
役
出
向
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
渡
辺
喜
美
君
提
出
独
立
行
政
法
人
に
対
す
る
現
役
出
向
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
独
立
行
政
法
人
の
役
員
の
総
数
、
当
該
役
員
の
う
ち
現
役
出
向
者
数
の
総
数
、
当
該
役
員
の
う
ち
国
家
公
務

員
Ｏ
Ｂ
の
総
数
」
に
つ
い
て
は
、
「
二
千
九
年
二
月
一
日
か
ら
二
千
十
年
二
月
ま
で
の
間
の
う
ち
の
任
意
の
一
つ
の
時
点
」

に
つ
い
て
お
示
し
す
る
と
、
平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六
百
二
十
三
人
、
百
人
、
百
四
十
三
人
で
あ
り

、
「
二
千
十
一
年
十
一
月
一
日
以
降
現
時
点
ま
で
の
間
の
任
意
の
一
つ
の
時
点
」
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
政

府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
直
近
の
時
点
に
つ
い
て
お
示
し
す
る
と
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六
百
五

十
五
人
、
百
三
十
五
人
、
四
十
五
人
で
あ
る
。
ま
た
、
役
員
と
職
員
で
は
人
事
運
用
上
の
取
扱
い
が
大
き
く
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
お
尋
ね
の
「
独
立
行
政
法
人
の
役
員
に
就
い
て
い
な
い
国
家
公
務
員
の
現
役
出
向
者
数
の
総
数
、
役
員
に
就
い
て
い

な
い
国
家
公
務
員
Ｏ
Ｂ
（
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
に
伴
う
身
分
変
更
の
場
合
を
除
く
。
・
・
・
）
の
総
数
」
に
つ
い
て
は

、
「
任
意
の
一
つ
の
時
点
」
で
あ
っ
て
も
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
四
五
号

）
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
独
立
行
政
法
人
の
職
員
を
「
国
家
公
務
員
の
現
役
出
向
者
」

や
「
国
家
公
務
員
Ｏ
Ｂ
」
と
し
て
現
時
点
に
お
い
て
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
過
去
の
一

一



定
の
時
点
に
お
け
る
職
員
数
を
数
え
る
こ
と
は
独
立
行
政
法
人
に
お
い
て
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
等
か
ら
、
お
尋
ね
に

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
独
立
行
政
法
人
へ
の
天
下
り
が
あ
る
か
ど
う
か
検
証
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
天
下
り
根
絶
な
ど
で
き
る
は

ず
が
な
い
」
と
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
」
（
平
成
十
三
年

十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
の
役
員
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
退
職
者
等
の
状
況
の
公
表

を
行
う
と
と
も
に
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
等
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
の
役
職
員
へ
の

再
就
職
を
含
め
、
国
家
公
務
員
退
職
者
の
う
ち
管
理
職
職
員
等
で
あ
っ
た
者
の
離
職
後
二
年
間
の
再
就
職
状
況
等
を
公
表
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
の
役
員
に
就
い
て
い
る
国
家
公
務
員
退
職
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
時
点
と

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
時
点
を
比
較
す
る
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
独
立
行
政
法
人
の
役
員
に
就
い
て

い
る
現
役
出
向
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
時
点
と
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
時
点
を
比
較
す
る
と
増
加

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
独
立
行
政
法
人
の
役
員
へ
の
現
役
出
向
は
、
大
臣
の
任
命
権
の
下
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
り

二



、
職
員
の
国
へ
の
復
帰
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
、
出
向
時
や
復
帰
時
に
退
職
手
当
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
等
か
ら
、
御
指

摘
の
よ
う
な
「
天
下
り
」
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
国
家
公
務
員
の
再
就
職
に
関
し
、
天
下
り
の
あ
っ
せ
ん
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
公
務

の
能
率
的
な
運
営
を
確
保
し
つ
つ
、
国
家
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
た
再
就
職
等
規
制
を
厳
格
に
遵
守
す
る
と
と
も
に
情
報
公

開
を
進
め
る
等
、
各
種
の
取
組
を
こ
れ
ま
で
も
適
切
に
行
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
、
そ
の
よ
う
な
取
組

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


